
麻疹（はしか）患者との接触に関する注意喚起 

～吉川中央総合病院ご利用の皆様へ～ 

当院において、麻疹（はしか）の事例が確認されました。 

以下の内容をご確認いただき、感染拡大防止にご協力をお願い申し上げます。 

１、接触の可能性がある日時・場所 

  日時：2026年 2月 4日  11時 10分～13時 

       2026年 2月 5日  10時 50分～13時 

       2026年 2月 9日   9時 30分～13時 

  場所：いずれも外来待合室、受付・会計フロア 

２、今後の体調確認について(最長 3月 5日まで経過観察をお願いします） 

  麻疹（はしか）の潜伏期間は、通常 10～12日間（最大 21日間）です。 

接触した可能性がある方は、今後 3週間程度、以下の症状が無いか観察をお願いします。 

   ・発熱（38℃以上の高熱） 

   ・咳、鼻水、目の充血（カタル症状） 

   ・発疹（耳の後ろや首回りから始まり、全身に広がる） 

   ・口腔内の白い斑点（コプリック班） 

３、症状が出た場合の対応 

  １）外出や公共交通機関の使用を控えてください 

  ２）受診時は事前に医療機関へ連絡してください 

  ３）他の患者さんと接触を避けるため、医療機関の指示に従ってください 

【麻疹（はしか）について】 

  麻疹（はしか）は、極めて感染力が強いウイルス感染症であり、『同じ空間にいただけ』『すれ違っただけ』でも 

感染する可能性があり、２時間以内であればウイルスが残っており感染する可能性があります。 

  感染経路は、空気感染で手洗いやマスクだけでは完全に防ぐことはできません。空気感染だけでなく、咳やくしゃ

みによる飛沫、ウイルスが付着した物に触れることでも感染します。 

  症状（発熱や咳）が出る１日前から、解熱後３日後（または発疹出現後 4～5日目）までと周囲の感染させる期間

は非常に長いです。免疫を持っていない人が感染すると、ほぼ 100％発症します。 

  最も有効な予防策は、ワクチン接種（2回実施）です。ご自身の予防接種歴や罹患歴を今一度ご確認ください。 

✿ご不明点、感染症に対する不安などございましたら吉川中央総合病院までお問い合わせください✿ 

お問い合わせ先：048－982－8311 

吉川中央総合病院 院長：阿部 哲士 / ICT（感染対策チーム） 


